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【ピューマを応援して下さる皆様へ】 
 

 

ピューマの“キャフ”、“ツィー”、“シェダル”が 

3つの動物園へお引越し 

 

 

盛岡市動物公園 ZOOMOで誕生したピューマの子ども 3頭の他園への移動が決定しました。 

盛岡市動物公園 ZOOMO（盛岡市新庄 園長 辻本恒徳）では、2025年 6月 10日に生まれたピュー

マの子ども“キャフ”（メス）、“ツィー”（オス）、“シェダル”（オス）の 3頭を、それぞれ他園へ移動することが決

定しましたのでお知らせします。 

今回移動するのは、母親“ニーナ”と父親“タフ”の間に生まれた 5頭の子どものうち、無事に成長し、独り

立ちの時期を迎えた 3頭です。 

一度の出産で 5頭の誕生することは国内でのピューマの繁殖では初であり、最多の記録となりました。 

誕生翌日から半年間、ピューマ一家の成長や出来事を毎日情報発信し、全国の多くのファンの皆様に見守

っていただきました。また、写真集『ピューマのかぞく』（辰巳出版）の発売やクラウドファンディングなど、こ

のピューマ一家を通じて当園としても新たな挑戦と経験を得ることができました。 

2026年 9月 8日には母子全頭での展示を終了し、寝室や放飼場を分けて搬出準備および健康管理を

スタートしており、移動先でも健やかに過ごせるよう準備を進めております。 

移動先は、“キャフ”が愛媛県立とべ動物園 様、“ツィー”がタカオ福山動物園（福山市立動物園） 様、“シェ

ダル”が群馬サファリパーク 様です。 

当園では開園当初に姉妹都市ビクトリア市（カナダ）からピューマが贈られ、世代交代をしながら飼育展示

を続けており、過去に当園で生まれた子どもたちは各地の動物園へ移動し、大切に飼育されてきました。 

今回、“キャフ”と“ツィー”は 2026年 12月 10日（木・当園休園日）に搬出予定で、“シェダル”の搬出日

は調整中です。母親の“ニーナ”と父親の“タフ”は今後も ZOOMOで飼育を継続します。 

これについて、個別のお問い合わせや、移動先の園館への個別のお問い合わせはご遠慮いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 

 

     
                 キャフ              ツィー           シェダル 

 

 



1. 移動する個体 

・キャフ（メス）  静岡市立日本平動物園 帰属 

・ツィー（オス）  静岡市立日本平動物園 帰属 

・シェダル（オス） 盛岡市動物公園 ZOOMO 帰属  

・3頭とも 2025年 6月 10日 盛岡市動物公園 ZOOMO生まれ 

 

 

2. 移動先 

・キャフ（メス）  ： 愛媛県立とべ動物園                       （愛媛県伊予郡砥部町） 

・ツィー（オス）  ： タカオ福山動物園 （福山市立動物園） （広島県福山市） 

・シェダル（オス）： 群馬サファリパーク                         （群馬県富岡市） 

 

 

3. 移動（搬出）予定日 

・キャフ、ツィー： 2026年 12月 10日（木） 

・シェダル    ： 調整中 

 

 

4. 経緯 

子どもたちの成長に伴い、各園との調整の結果、今回の移動が決まりました。 

 

 

5. ピューマの生態 

●分類：食肉目 ネコ科  ●学名：Puma concolor ●英名：puma、cougar、mountain lion 

●分布：北アメリカから南アメリカ大陸にかけて。主に草原や森林地帯など 

【特徴】前足に対して後ろ足が大きく、跳躍力が高いため、5mの高さの木の枝まで垂直に跳び上がるこ

とができる。また、視覚、聴覚も優れている。耳の裏側と尾の先が黒く、毛色は灰色、黄褐色、赤褐色な

ど変化があり腹部は白い。体長約 2m。 

【寿命】野生下では約 12年 飼育下では 20～25年 

 

 

6. 国内の動物園での飼育状況（2026年 10月現在 5園 12頭：オス 7頭・メス 5頭） 

 

園館名 オス メス 

盛岡市動物公園 ZOOMO “タフ” “ツィー” “シェダル” “ニーナ” “キャフ” 

神戸どうぶつ王国 “ブル” “ニコ” 

とくしま動物園 “ロック”  

愛媛県立とべ動物園 “ピュータ” “ラフ” 

静岡市立日本平動物園 “アルタイル” “ベガ” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7. 当園で飼育しているピューマの個体紹介 

 

父親 “タフ”（帰属：静岡市立日本平動物園） 

2018年 8月 14日 愛媛県立とべ動物園に生まれる 

母親“ラフ”（ 愛媛県立とべ動物園生まれ） 

父親“ピュータ”（ カナダ生まれ・とくしま動物園から移動） 

2019年 9月 25日 盛岡市動物公園へブリーディングローンにより移動 

 

母親 “ニーナ”（帰属：静岡市立日本平動物園） 

2019年 2月 7日 静岡市立日本平動物園に生まれる 

母親“ベガ” （南アフリカ出身） 

父親“アルタイル”（南アフリカ出身） 

2020年 5月 18日 盛岡市動物公園へブリーディングローンにより移動 

 

子どもたち 

“キャフ”（メス） 

唯一のメスの子。お転婆で天真爛漫で気が強いが、非常に順応力が高い。世渡り上手な一面もある。 

6/13～24時間体制の人工哺育、7/2～日中のみ人工哺育+夜間家族合流、7/29～終日家族と合流。 

その後、骨折による手術や長期入院、家族合流までのお見合い馴致、骨折手術後の抜釘手術…など様々な

逆境を軽々と乗り越えながら成長。家族と離れていた時間が非常に長く、母親“ニーナ”のお嬢様キャラを受

け継いでいることもあり母親との距離感が心配された時期もあったが、母子全頭合流の生活ではなぜか家

族の中心的存在となっている。 

成長に伴い母子をオス群メス群に分けてからは、母親“ニーナ”と穏やかな毎日を送っている（放飼場では母

親と微妙な距離感だが、寝室内では甘え放題）。 

 

“ツィー” （オス） 

見た目も性格も行動も父親“タフ”にそっくりで、優しく穏やかで食いしん坊で甘えん坊。争いごとが苦手。 

6/13～日中のみ人工哺育、6/18～日中人工哺育終了へ、6/27親子隔離時の補助的人工哺育終了。 

その後、骨折による入院（運動制限のみで治癒）を経験するが、その性格が功を奏して家族合流は馴致等せ

ずに難なく成功。活発過ぎる“キャフ”の遊び相手（狙われ役）となり、家族の中では癒しキャラを担当。 

成長に伴い母子をオス群メス群に分けてからは、放飼場では虫捕り少年（虫が好き）、寝室では木彫り職人

（丸太を齧るのが好き）として兄弟の“シェダル”と一緒に仲良く毎日を送っている。 

 

“シェダル” （オス） 

6/13時点で最も体重が重かった子、親子隔離時のみ数回補助的人工哺育、6/28補助的人工哺育終了。 

基本的に冷静で落ち着いており、母親にも兄弟にも気遣いを忘れない長男キャラだが、スイッチが入るとウ

ザがらみが始まる。小さいころから運動神経抜群で、早い段階で擬岩や擬木の上を自由自在に飛び回り、

“キャフ”の奇襲をかわす技も身に付けた。大きなケガ等なく育ったため、子どもたちのなかで唯一母親“ニ

ーナ”から一度も離れずに成長。そのためか、家族の中では終始長男キャラに徹し、“キャフ”の家族合流の時

にも家族と“キャフ”のパイプ役を務めた。 

成長に伴い母子をオス群メス群に分けてからは、放飼場では父親“タフ”を見習ってパトロール活動、寝室で

は甘えん坊の“ツィー”を支える役目を果たし、兄弟の“ツィー”と一緒に仲良く毎日を送っている。 

 

子どもたちの名前の由来 

2025年 6月 10日に初めての出産を経験したピューマのメス“ニーナ”。 

午後 2時 36分から 23時 47分まで、実に約 9時間かけて生まれた 5頭の子どもたち。 

残念ながら 5頭のうちの 2頭は 6月 13日に亡くなってしまいましたが、5頭で生まれたことを名前に残

したい！という強い思いと、今回母親になった“ニーナ”の両親、静岡市立日本平動物園の“ベガ（母親）”と

“アルタイル（父親）”が星を由来とした名前であること、また、これから先もピューマたちが末永く命を繋いで

輝いてくれるよう願いをかけて、子どもたちにも星を由来とした名前をつけました。 



５つの星から成り立ち、北の空で輝く星座「カシオペヤ座」。 

カシオペヤ座を構成している星の名前を子どもたちの個性に合わせて選びました（生後３日で亡くなったオ

ス２頭にも“ルフバ”と“セギン”の名前をつけています）。 

 

カシオペヤ座は、古代から方角や天体観測の基準として利用されてきた北極星を探すために必要な大切な

星座です。“タフ”と“ニーナ”の子どもたちがこれからのピューマ個体群の大切な道しるべとなってくれるこ

とを願い、星の名前を付けた子どもたちがこれからも健やかに成長し、命を輝かせることを願っています。 

 

 

 


